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西頸城郡名立町犬菅橋周辺の名立層産軟体動物群
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                要     旨

 西頸城郡名立町大菅橋周辺の鮮新統各立層より59種の軟体動物化石を識別した。この軟体動物

化石の産状，構成種および珪藻化石から“谷浜不整合”とされていた侵食面はチャネル構造である

ことが判明した。また，この化石群中には暖流系種が認められ，新潟県の鮮新一更新統中で暖流系

軟体動物化石を含む最下位の層準であることを明らかにした。
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1．はじめに

 西頸城郡名立町は新潟県西部に位置し，大菅橋は名立町名立大町の南方に位置している（図

1）。名立大町周辺には新第三系が分布し，下位より名立層，谷浜層に区分されている（赤羽，

1975）。赤羽（1975）によれば，大菅橋周辺には名立層，谷浜層両層間の不整合関係が認められる

とされ，“谷浜不整合”と命名されている。また，彼によれば，大菅橋周辺の“谷浜層”の基底

部，つまり“谷浜不整合”直上部（図2のLoc．A）から’12種の軟体動物化石が報告されている。

しかしながら，最近の珪藻化石の研究によれば，両層間には時代的間隙がほとんどないことが

判明しており（柳沢ほか，投稿中），“谷浜不整合”について再検討する必要がある。さらに，大

菅橋周辺より産出する軟体動物化石の産状，構成種については，これまで詳細な検討がなされ

ていない。

 そこで，本研究では，大菅橋周辺の層序について再調査し，“谷浜不整合”付近より産出する

軟体動物化石の産状，構成種を検討することにより，“谷浜不整合”と軟体動物化石群の特徴に

ついて再検討することを目的とした。

 ‡ 自然系教育講座

舳 群馬県南牧村立尾沢小学校

‡舳 @群馬県甘楽町立小幡小学校
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2． ‘‘谷浜不整合’’

 大菅橋付近では，図2に示すよ

うに，下位より，時に中礫大の円

礫を含む暗灰色泥岩（20m），侵食

面をはさんで，その直上に径5

～50cmの泥岩礫，石灰質団塊を

含む細粒砂岩（約1m）が認められ

る。その上位には細粒砂岩と泥岩

の互層（3m），コンボルート葉理

を示す細粒砂岩（3．5m），最上位に

は白色浮石質凝灰岩と細粒凝灰岩

の互層（20m）が重なる。このう

ち，最下位の泥岩とその上位の砂

岩の問に認められる侵食面が赤羽

（1975）により提唱された“谷浜不

整合｝の不整合面に相当する。し

たがって，最下位の泥岩層は赤羽

（1975）の“名立層”に，また，侵

食面上の砂岩層から最上位の凝灰
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図2 大管橋周辺の層序と化石産地

 1．泥岩，2．礫を含む泥岩，3．細粒砂岩，4．コンボルート葉理を示す細粒砂岩，5．泥岩礫，

 石灰質団塊を含む細粒砂岩，6、細粒砂岩と泥岩の互層、7．浮石質凝灰岩、8．細粒凝灰岩，9．

 コンボルート葉理を示す細粒凝灰岩，10．化石産地
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岩層までは赤羽（1975）の‘‘谷浜層”に相当する。

 軟体動物化石は最下位の泥岩層の2ヶ所（図2めLoc．B，C），侵食面上の砂岩層の1ヶ所（図

2のLoc．A）から表1に示すような59種が採集，識別された。Loc．Aでは径5～50cmの泥岩

礫，石灰質団塊，中礫大の古期岩の円礫に伴って，離弁し，磨耗した二枚貝化石（多くは

吻。me7ゐツe5∫om∫乞s）が密集して認められる。Loc，Bでは，やはり磨耗した軟体動物化石が散

在的に産出する。Loc．Cでは，中礫大の円礫を含む泥岩中に離弁し，磨耗した二枚貝化石とや

や磨耗した巻貝化石がレンズ状に密集して産出する。

 Loc．A，B，Cより産出した種には共通種が多く，特に，Loc．AとLoc，Cでは10種の比較

的多産する種が共通している二すなわち，ルα肋m sp．，吻〃meγ乞sツe∫∫om∫去∫，G mo伽m伽，

C〃αmツs sp。，Cm∫∫o∫伽eαsp．，σmろ。〃mmα肋αmmm，∫eゆ〃。γ挑クm加古。α伽，〃桃。伽〃担em，

肋あe∫0肋αmOam伽m，λm肋Zme∫cOmm肋である。また，これらの種を含め，Loc．A，B，C

より産出した種のうち，現生種の生態を肥後（1973）に基づいて検討したところ，図3に示すよ
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図3 軟体動物化石群中の現生種の生一自、深度と底質．深度区分は犬山（1952），底質は

 月目後（1973）による
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表1 大菅橋周辺の名立層産軟体動物化石． 表申の数字は個体数を示す．

Species

 1．亙mmmc挑’αsp．

2．NmmZmα（Nmc〃αmα）力emm Muller

3．月。mm励α（月07肋m∂aわ）オ。〃mαm∫主∫（Kuroda）

4．λκαろmcm励Jousseaume

5．λmαゐm（λmα肋m）αmゴ。mわ（Yokoyama）

6．λ．（∫cαカ尻α7cα）ろγomgゐCom〃（Schrenck）

7．λ．sp．

8．αツ。ツm〃ゐ（G妙。ツme痂）ツes∫om銚（Sowerby）

g． G、（γaefmce肋）α必。κmeα云α（Lischke）

10．G．｛丁批。e去。刎肋）mmm肋（Sowerby）

11． Mツ丘〃硯∫P sp．

12． C〃Zαmツs（C力五αmツs）sp．

13． Mゴ2mゐ。力ec加m sp．

14． C〆αs50∫伽εαsp．

15．Cツ。Cocm励αmツ。gαゐ〃m銚（Itoigawa）

16． Cツ．sp．

17．C〃mocm励mm（α肋云。cm励mm）cf．cmα切m（Fabricius）

18． C∫．sp．

19， C∫．P sp．

20．亙20cα”え∫ね？sP．

21．〃eκmαm’α5ガmが。〃（GouId〕

22．吻mmoφαmゴ。m（Pilsbry）

23．ハアm肋α〃5αsp．

24． Mαco〃ταsp．

25． Pαma0καP sP．

26．Noわαcmoeα∫cゐmmc肋（Lischke〕

27．τmκタ。αcom召m∫ゴ∫Pease

28． σmろ。m〃m（8mc乃〃m）α肋孟αm批m Suzuki

29．∫e，φ〃。κ肋55m仙北α物5（Dunker）

30．C砂fom励。αノm肋。∫fomo泌e∫｛Kuroda et Habe）

31．Cγ．m∬α（Gould）

32． C7．sp．

33．Mαmm肋sp．

34，GZo∫∫m〃伽ms5cακs（Philippi）

35．亙狐φえm力nα（Pi1sbry）

36．τ肋ゐ。五mなem（Kuster）

37．0cemわm P sp．

38．Tm助。mψ∫兆尾αgαm∫｛s（Hatai et Nisiyama）

39．〃。me∫鮒。o肋s Middendorff

40．Cκmoク昭mαcf．mαgmmm（Dall）

41．jVeψf脇m虐α？sp．

Localities A   B   C

1

1

1

  1

  2

  1

  1       1

214       2

  6      2

  1

1

1

1   6

1

 1

 1

18      2

1      1

            5

1

1
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表1 （続き）

Species

42．∫φ此。m〃αωψ〃sαKuroda et Habe

43．∫．c£ノ売∫o5a25（Reeve）

44．S．sp．

45．∫eα〃色s〃？sp．

46．Bmccタm〃m sp．

47。万．P sp．

48．地価舳α∫∫ααcm〃m‘α勉（Smith）

49．H肋e∫oエα肋noa〃雅m（Sowerby）

50。λ∂m勿召。om肋。mツ5（Jay）

51．肋ma〃肋肋。om∫切m∫（Smith）

52。λn助jαm∫co〃m肋（Yokoyama）

53，0切わ地γmε〃αogmmm（Yokoyama）

54．0．sp．

55．Pγ0力eろe五α？sP．

56．Mmge肋（G脇m’m∫）去αろαたm銚（Tokunaga〕

57．P脇mcチ0姥7召ろκαsP．

58．0ao∫わmわsp．

59．工αe〃タaen切〃批〃τsp．

Localities A  B  C

1

1

1

1

1

1

うに各種の生息深度と底質が一致していないことが判明した。すなわち，磨耗して産出した軟

体動物化石の多くは大山（1952）の潮間帯～中浅海帯の砂底や礫底に生息するのに対し，産出個

体数の少ない種，λm桝me∫Com云mm，∫肋。mα腕05φe7Sα，P07肋m物オ。ツmmm眺r肌タCα

Comm眺μmeCθCom肋。ψなどは亜浅海帯～深海区の細砂底や砂泥底に生息する種である。

つまり，潮間帯～中浅海帯に生息する種は礫と共に，より深所へ流されたものと思われる。

 上述したように，軟体動物化石の産状と構成種が“谷浜不整合’’に相当する侵食面の上下で

類似すること，柳沢ほか（投稿中）によれば，侵食面の上下の地層が鮮新世末期のMeoam此mZα

尾。主mm〃Zone（＝De此mZo力銚5e”mmvar．伽∫”5Zone）に含まれるとされていることから“谷

浜不整合”には時代的間隙が認められず，“谷浜不整合”はチャネル構造であると考えられる。

このことは侵食面の上下より産出した軟体動物化石から推定される堆積深度が亜浅海帯以深で

あること，侵食面直上の礫を含む細粒砂岩からその上位の細粒砂岩と泥岩の互層へと上方細粒

化シークェンスが認められることからも裏付けられる。したがって，この侵食面を名立層，谷

浜層の境界とする必然性はなく，大菅橋周辺の地層は岩相および軟体動物化石の産状から西田

ほか（1966）と同様に名立層に含めた方が良いと思われる。

3．軟体動物化石群の特徴

3．1軟体動物化石

大菅橋周辺からは表1に示すように59種の軟体動物化石（うち二枚貝類25種，巻貝類33種，
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ツノ貝類ユ種）が採集，識別された。これらのうち，これまで化石記録に乏しい5種の特徴な

どについて以下に述べる。

 λmα地m6Sc妙ゐακcψあ70勿g〃。mガ（Schrenck），P1．ユ，自g，7

 ぽぽ完全な1個体の右殻のみが得られた。この右殻の殻は小さく（殻長は約45mm），膨らみ

は強い。殻表面には41本の放射肋が認められる。放射肋は現生種に比べ高くやや狭い。成長脈

は明瞭で，放射肋と交わって弱い結節をつくる。

 本種はこれまで更新世以降にしか知られておらず，最も古い時代の化石記録は更新世初期の

犬桑層上部からのものであった。したがって，鮮新統名立層から得られた今回の標本が本種の

最古の化石記録となる。名立層の標本は鮮新世～更新世初期に日本海側に広く分布する

ルα励m ommmm挑Otukaに放射肋の形態において類似している。しかし，ルαdαm ommα一

ensisよりも殻高が高く，助数が多いので異なる。また，台湾の苗栗層からNoda（1966）によ

り新種として報告されたλm肋m励ωmタCαは助数が少ないことを除けば名立層の標本に類

似している。本種の進化については，今後，上述したλmぬm o舳mmm∫ゐ，λ．切〃mゴCαに

ルα励m Cα曲伽αを加えたλm励m∫αわ〃groupとの比較検討が必要であると思われる。

 G妙。ツmeれ∫rγe’e切。e物ノα乃。〃meα切（Lischke），P1．1，丘gs．4a－b，9

 8個体のほぼ完全な標本が得られた。殻は本種にしては小さく，膨らみが強い。Kanehara

（ユ940）が新潟県小千谷地域の鮮新統より新種として報告した0伽αme桃ec伽。em∫みに含めら

れるが，Matsukuma（1984）が指摘したようにecみな。em∫みとmo”mα肋の間の形態的差異は

漸移的であり，同種であると思われる。

 τ肋4∫cZmなem（Kuster），Pl．2，丘gs．13a－b

 本種は現生種としては日本列島周辺の潮間帯～水深20mで岩礁性の底質に普遍的に認めら

れる（肥後，1973）。しかしながら，化石記録に乏しく，これまで新第三系から図示，記載され

たことがない。したがって，今回の報告が本種の最も古い地質時代からの化石記録となる。

 〃。〃。no畑∫肋gmm5乞s Hatai et Nisiyama，一Pl．2，丘gs．16a－b

 ぽぽ完全な個体が1個体得られた。この標本はやや角張った肩角部をもち，体層上で21本の

縦肋と23本の螺肋を刻む。本種はこれまで石川県の下部更新統犬桑層，秋田県の鮮新一更新統

笹岡層からしか知られていない（Hatai and Nisiyama，1939；Matsui，1985）。北海道遠別町の

鮮新統よりYokoy亭ma（1926）により報告されたTm助。moψsゐ妙emmmゴに類似し，今後分類

学的に再検討する必要がある。

 肋あe50”虹moa〃枇m（Sowerby），Pl，2，丘gs．ユ2a－b

 図示された個体以外に，大型の不完全な個体も採集されている。図示された個体は縫合線下

がややくぽみ，肩角部は角張る。体層には12本の顕著な縦肋と13本の細く強い螺肋を亥リむ。

内唇下部には2本の強い軸槽が認められる。

 本種は化石記録に乏しく，鮮新統からはこれまでMakiyama（1927）により静岡県の大日砂層

から記載されているのみである。また，日本海側では石川県の下部更新統大桑層からKaseno

andMatsuura（1965），Ogasawara（1977）により図示されているのみである。したがって，今回

の報告が日本海側では最も古い地質時代の化石記録である。
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 3．2暖流系種

 日本海沿岸地域の鮮新統～下部更新統には寒流系の大桑・万願寺動物群（Otuka，1939）が認め

られる。最近，Ogasawara（ユ981）はこの動物群中に暖流系種が含まれることを強調し，的場

（1978）により提唱された古対馬海峡の開閉に伴なう暖流の日本海への流入モデルと関連させて

論じている。

 大菅橋周辺の名立層産軟体動物群にはλmψαmαmゴm伍QCZoCα7地m惚棚m圭m眺
ぴmろ。m4mmα尾肋舳m，”o助。mo畑∫肋gmm∫ゴ∫等の大桑・万願寺動物群に特徴的な絶滅種に加

え，産出個体数は少ないが暖流系種も認められる。ここでは暖流系種を現在房総半島以南の浅

海域にのみ生息する種に限定した。その結果，次の6種が暖流系種として認定される。すなわ

ち，G砂。ツmeれ∫m勿m6ρ，γemmoφαm北m，Mommnαsp．，GZo∫∫αm伽m∫乞。α低，∫φゐ。mα肋

α∫カeκα，肋m伽〃α伽COm吻m∫である。

 これまで，新潟県下の鮮新統～下部更新統のうち，暖流系軟体動物化石を含む層準は金原

（1950），大山・石山（1974），小林ほか（1986）により下部更新統の灰爪層に認められている。大

菅橋周辺の名立層上部の地質時代は鮮新世末期であることから，今のところ本報告が新潟県下

の鮮新～更新統のうち暖流系軟体動物化石を含む層準として最下位のものである。しかし，柳

沢ほか（投稿中）によれば，暖流系珪藻化石は鮮新世初期の川詰層に知られないものの，名立層

中・下部に認められるとされており，今後名立層の中・下部からも暖流系軟体動物化石が産出す

る可能性がある。

41おわりに

 西頸城郡名立町大菅橋周辺の名立層産軟体動物群の産状と構成種から‘‘谷浜不整合’’と軟体

動物群の特徴について以下のことが明らかとなった。

 （1）大菅橋周辺から59種の軟体動物化石が識別され，その産状と構成種および珪藻化石から赤

羽（ユ975）により提唱された“谷浜不整合’’はチャネル構造であることが判明した。このことは

本地域の名立層堆積以降の地質構造発達史を考える上で重要である。

 （2）大菅橋周辺の名立層産軟体動物群には5種の化石記録に乏しい種と6種の暖流系種が含ま

れる。大菅橋周辺の名立層の地質時代は鮮新世末期であり，暖流系種の産出層準としては新潟

県下の鮮新一更新統中最下位の層準である。このことは今後古対馬海峡の開閉時期を検討してい

く際に重要であると思われる。
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Mo11uscan fauna from the

Osuga Bridge in
Nadachi Formation

Nadachi Town，

around

Nishikubiki－gm

一Studies on the mo1Iuscan fossi1s from the westem part of

        Joetsu district，Niigata Prefecture（Part3）一

Kazutaka AMANO，Atsuko IcH1KAwA and Satsukl K0GANEzAwA

ABSTRACT

   The Neogene strata are developed around Nadachi Town．These are stratigraphically

divided into the Nadachi and Tanihama formations in ascending order．The relation between

the two formations has been considered as an unconformity，based on the erosiona1surface

at the c1iff near Osuga Bridge．As the result of an examination on the occurrence and the

speci丘。 composition of mo11uscan fossi玉s from the strata岬der and over this erosional

surface，it has become clear that this is not an unconformity，but a channe1．

   The Nadachi molluscan fama around Osuga Bridge is of Late Pliocene in age．Six warm

water dwellers are mixed in this fama dominated by the cold water species．Among the Plio

－Pleistocene monuscan fama in Niigata Prefecture，this is the eaτliest one intermingling

some warm water forms．
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